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建築物の導入実績とし
ては病院･老健施設の
他、事務所ビル、個別住
宅がある。
本システムは電車内の
空調や冷蔵庫内等設置
場所の応用範囲が広く
異業種への拡張性に富
んでいる。

評価表（自己評価）開発の背景
近年、MRSA･SARS･鳥インフルエン
ザ･アスペルギルス等世界的に感染
症対策の必要性が叫ばれてきてい
る。また、オフィスビルでは“生産性
の向上”、“働き方改革”というキー
ワードに代表される建築空間の
WELLNESSが注目されている。いい
方を替えれば、「感染」というマイナ
ス要因から、空間の空気質向上へ向
けたプラス思考までが求められてい
るのである。
本製品はこれらの課題に対応する光
触媒(TMiP)と紫外線殺菌灯（ＵＶ）を
用いた除菌･脱臭システムである。

病院･老健複合施設
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TMiPとは光触媒を特殊加工したアナ
ターゼ型酸化チタン板に担持された
メッシュフィルタである。多孔構造で軽
く柔らかいため形状加工が行いやす
い。
本製品はこの特長を活かし、円筒状
のTMiPの中心にUVランプを設置する
形状とした。 TMiPフィルタには穴を設
け、通過する空気を乱流とし接触効
率を高め、UVランプによる光拡散を
最大限にする工夫を行っている。

開発の背景 評価表（自己評価）

TMiPとは

開発の背景

TMiPの形状加工例TMiPの拡大図
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TMiPの⽳あきと紫外線ランプのカラ-の組み合わせが空気浄化に⼒強さをあたえている。

上記管理が継続できれば装置としての機能は⻑く維持される。

UVランプの交換費⽤のみであるため、他の薬液式等に⽐べ安価である。

１本/１００ｍ2から200ｍ2（状況により検証）

⽇本発信の光触媒技術がパンデミック対応の空気感染対策に貢献できる。

世界的な空気完成対策に有効である。

WELLビルの⼀⽅式として有効であると考える。
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交換部品がＵＶランプのみである。将来はUV-LEDに置き換えることを検討中。

消費電⼒は12w/1か所である。

世界的に対応を迫られている「パンデミック」対策と⽇本の「働き⽅改⾰」に空気質改善で貢献することができる。

☆

☆

装置をダクトインとすることにより紫外線の⼈体への悪影響を避けることができる。

新築建物に関わらず既設の建物にも適⽤することができる。

建築空調システムとの連動によりシングルパスと循環パスによる効果を発揮することができる。

TMiPをロール状とし中⼼にUVランプを設置することで、乱流を起こさせTMiPとの接触効率を向上させている。
また、UVランプ⾃体にも除菌効果があるため、UVランプ光を最⼤限利⽤できる。能⼒を引き出すことができる。

TMiPとUVランプというシンプルな構成で除菌、脱臭効果を効率的な形状としている。

TMiPの形状とランプ（⽔銀系紫外線ランプ，⾮⽔銀系ランプ、LED）との組み合わせにおいて発展性を確認してい
る。

TMiPは形状において⾃由な形をとることができる。

□評価項⽬に対する設計者のデザイン意図

☆

（従前のデザインに⽐較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

☆

藤嶋理科⼤学⻑による⽇本発進の光触媒技術を空調システムに⽣かすことができた。
⽇本の独⾃技術として世界に発信することができる。

□評価項⽬
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09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form
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Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

19耐久性

20ＬＣＣ
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18維持管理
ＴＭiPは触媒であり変成しないがフィルタ-の汚れ対策として１年に１回の⽔洗洗浄をすすめている。
紫外線ランプは標準８０００時間で交換予定。
ＴＭiPは触媒でありそのものは変成しない。紫外線ランプは標準8000時間で交換予定。
取り付け取り外しが容易である。

TMIPモジュール

ファンコイルユニットに設置例（病室）

第16回 環境・設備デザイン賞 Environmental and Equipment Design Award 2017

TMiPモジュールの構成

◆除菌能力 工学院大学 柳教授が提唱する実験方法で計測を行い、シングルパス法で75％、減衰法で80％であった。（参考文献-1）

◆脱臭能力 ニオイ分子の分解は硫化水素、アンモニア、アセトアルデヒドで実験し、それぞれ60min,45min,20minで分解する。

実験装置(25m3ブース)

光触媒式空気清浄装置（TMiP）の能力
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TMiPモジュール（ランプ点灯状態）

ダクトイン方式による光触媒を用いた
室内空気の除菌･脱臭システム

設置状態(側面)


